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(57)【要約】
【課題】第１配管と第２配管との間に横方向にずれが生
じていても、このずれを吸収して第１配管と第２配管を
接続する。
【解決手段】偏心自在継手機構１０は第１スリーブ２１
と、第２スリーブ２２と、第１スリーブ２１と第２スリ
ーブ２２を接合する偏心自在継手１０Ａとを備えている
。偏心自在継手１０Ａは第１偏心管１１と、第１偏心管
１１に対して回動自在に設けられた第２偏心管とを有す
る。第２偏心管１２の回動位置により第１偏心管１１の
中心線Ｃ１と第２偏心管１２の中心線Ｃ２との間のずれ
量が定まる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１スリーブと、
　第２スリーブと、
　前記第１スリーブと前記第２スリーブを接合する偏心自在継手とを備え、
　前記偏心自在継手は前記第１スリーブに接合され、互いに軸線が偏心する第１開口部と
第２開口部とを有する第１偏心管と、前記第２スリーブに接合されるとともに、前記第１
偏心管に対して回動可能に接合され、互いに軸線が偏心する第３開口部と第４開口部とを
有する第２偏心管とを有し、
　前記第１偏心管の第１開口部と前記第２偏心管の第３開口部が接合され、
　前記第１偏心管に対する前記第２偏心管の回動位置により、前記第１偏心管の第２開口
部の軸線と、前記第２偏心管の第４開口部の軸線のずれ量が定まることを特徴とする偏心
自在継手機構。
【請求項２】
　前記偏心自在継手の前記第１偏心管と前記第２偏心管の接合部は、第１パッキンにより
覆われ、
　当該第１パッキンは分割可能な第１ハウジングにより保持されることを特徴とする請求
項１記載の偏心自在継手機構。
【請求項３】
　前記第１スリーブと前記第１偏心管の接合部および前記第２スリーブと前記２偏心管の
接合部は各々、第２パッキンにより覆われ、当該第２パッキンは分割可能な第２ハウジン
グにより保持されることを特徴とする請求項１または２記載の偏心自在継手機構。
【請求項４】
　少なくとも前記第１スリーブと前記第１偏心管は軸線方向に沿って摺動可能となり、前
記第１スリーブと前記第１偏心管の接合部は、摺動パッキンにより覆われ、当該摺動パッ
キンは分割可能な摺動パッキン用ハウジングにより保持されることを特徴とする請求項１
乃至３のいずれか記載の偏心自在継手機構。
【請求項５】
　少なくとも前記第１スリーブと前記第１偏心管は、タイボルトにより軸線方向に固定さ
れていることを特徴とする請求項４記載の偏心自在継手機構。
【請求項６】
　第１スリーブと、
　前記第１スリーブに接合された偏心自在継手とを備え、
　前記偏心自在継手は前記第１スリーブに接合され、互いに軸線が偏心する第１開口部と
第２開口部とを有する第１偏心管と、前記第１偏心管に対して回動可能に接合され、互い
に軸線が偏心する第３開口部と第４開口部とを有する第２偏心管とを有し、前記第２偏心
管は取付ハウジングを介して既設管の取付フランジに連結され、
　前記第１偏心管の第１開口部と前記第２偏心管の第３開口部が接合され、
　前記第１偏心管に対する前記第２偏心管の回動位置により、前記第１偏心管の第２開口
部の軸線と、前記第２偏心管の第４開口部の軸線のずれ量が定まることを特徴とする偏心
自在継手機構。
【請求項７】
　前記第１偏心管の第１開口と第２開口は同一口径をもち、前記第２偏心管の第３開口と
第４開口は同一口径をもつことを特徴とする請求項１乃至６のいずれか記載の偏心自在継
手機構。
【請求項８】
　前記第１偏心管の第１開口と第２開口は異なる口径をもち、前記第２偏心管の第３開口
と第４開口は異なる口径をもつことを特徴とする請求項１乃至６のいずれか記載の偏心自
在継手機構。
【請求項９】
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　互いに軸線が偏心する第１開口部と第２開口部とを有する第１偏心管と、
　前記第１偏心管に対して回動自在に接合され、互いに軸線が偏心する第３開口部と第４
開口部とを有する第２偏心管とを有し、
　前記第１偏心管の第１開口部と前記第２偏心管の第３開口部が接合され、
　前記第１偏心管に対する前記第２偏心管の回動位置により、前記第１偏心管の第２開口
部の軸線と前記第２偏心管の第４開口部の軸線のずれ量が定まることを特徴とする偏心自
在継手。
【請求項１０】
　前記第１偏心管と前記第２偏心管の接合部は、第１パッキンにより覆われ、
　当該第１パッキンは分割可能な第１ハウジングにより保持されることを特徴とする請求
項９記載の偏心自在継手。
【請求項１１】
　前記第１偏心管の第１開口と第２開口は同一口径をもち、前記第２偏心管の第３開口と
第４開口は同一口径をもつことを特徴とする請求項９または１０記載の偏心自在継手。
【請求項１２】
　前記第１偏心管の第１開口と第２開口は異なる口径をもち、前記第２偏心管の第３開口
と第４開口は異なる口径をもつことを特徴とする請求項９または１０記載の偏心自在継手
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は第１配管と第２配管とを接続する偏心自在継手機構および偏心自在継手に係り
、とりわけ第１配管および第２配管間においてずれが生じていても、この第１配管および
第２配管を確実に接続することができる偏心自在継手機構および偏心自在継手に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より第１配管および第２配管を接続する伸縮管継手が知られている。
【０００３】
　このような伸縮管継手は第１配管と第２配管が軸方向に多少ずれていてもこの軸方向の
ずれを吸収して、第１配管と第２配管を適切に接合することができる。
【０００４】
　他方、第１配管と第２配管が横方向にずれている場合、このような横方向のずれを吸収
して第１配管と第２配管を接合することはむずかしい。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平３－２８５１３７号公報
【特許文献２】特開２００５－９１２１５号公報
【特許文献３】特開２００４－５３３１７号公報
【特許文献４】特開２００４－１０３５５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明はこのような点を考慮してなされたものであり、第１配管と第２配管との間に軸
方向および横方向に多少ずれが生じていても、このずれを吸収して第１配管と第２配管を
確実に接合することができる偏心自在継手機構および偏心自在継手を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、第１スリーブと、第２スリーブと、前記第１スリーブと前記第２スリーブを
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接合する偏心自在継手とを備え、前記偏心自在継手は前記第１スリーブに接合され、互い
に軸線が偏心する第１開口部と第２開口部とを有する第１偏心管と、前記第２スリーブに
接合されるとともに、前記第１偏心管に対して回動可能に接合され、互いに軸線が偏心す
る第３開口部と第４開口部とを有する第２偏心管とを有し、前記第１偏心管の第１開口部
と前記第２偏心管の第３開口部が接合され、前記第１偏心管に対する前記第２偏心管の回
動位置により、前記第１偏心管の第２開口部の軸線と、前記第２偏心管の第４開口部の軸
線のずれ量が定まることを特徴とする偏心自在継手機構である。
【０００８】
　本発明は、前記偏心自在継手の前記第１偏心管と前記第２偏心管の接合部は、第１パッ
キンにより覆われ、当該第１パッキンは分割可能な第１ハウジングにより保持されること
を特徴とする偏心自在継手機構である。
【０００９】
　本発明は、前記第１スリーブと前記第１偏心管の接合部および前記第２スリーブと前記
２偏心管の接合部は各々、第２パッキンにより覆われ、当該第２パッキンは分割可能な第
２ハウジングにより保持されることを特徴とする偏心自在継手機構である。
【００１０】
　本発明は、少なくとも前記第１スリーブと前記第１偏心管は軸線方向に沿って摺動可能
となり、前記第１スリーブと前記第１偏心管の接合部は、摺動パッキンにより覆われ、当
該摺動パッキンは分割可能な摺動パッキン用ハウジングにより保持されることを特徴とす
る偏心自在継手機構である。
【００１１】
　本発明は、少なくとも前記第１スリーブと前記第１偏心管は、タイボルトにより軸線方
向に固定されていることを特徴とする偏心自在継手機構である。
【００１２】
　本発明は、第１スリーブと、前記第１スリーブに接合された偏心自在継手とを備え、前
記偏心自在継手は前記第１スリーブに接合され、互いに軸線が偏心する第１開口部と第２
開口部とを有する第１偏心管と、前記第１偏心管に対して回動可能に接合され、互いに軸
線が偏心する第３開口部と第４開口部とを有する第２偏心管とを有し、前記第２偏心管は
取付ハウジングを介して既設管の取付フランジに連結され、前記第１偏心管の第１開口部
と前記第２偏心管の第３開口部が接合され、前記第１偏心管に対する前記第２偏心管の回
動位置により、前記第１偏心管の第２開口部の軸線と、前記第２偏心管の第４開口部の軸
線のずれ量が定まることを特徴とする偏心自在継手機構である。
【００１３】
　本発明は、前記第１偏心管の第１開口と第２開口は同一口径をもち、前記第２偏心管の
第３開口と第４開口は同一口径をもつことを特徴とする偏心自在継手機構である。
【００１４】
　本発明は、前記第１偏心管の第１開口と第２開口は異なる口径をもち、前記第２偏心管
の第３開口と第４開口は異なる口径をもつことを特徴とする偏心自在継手機構である。
【００１５】
　本発明は、互いに軸線が偏心する第１開口部と第２開口部とを有する第１偏心管と、前
記第１偏心管に対して回動自在に接合され、互いに軸線が偏心する第３開口部と第４開口
部とを有する第２偏心管とを有し、前記第１偏心管の第１開口部と前記第２偏心管の第３
開口部が接合され、前記第１偏心管に対する前記第２偏心管の回動位置により、前記第１
偏心管の第２開口部の軸線と前記第２偏心管の第４開口部の軸線のずれ量が定まることを
特徴とする偏心自在継手である。
【００１６】
　本発明は、前記第１偏心管と前記第２偏心管の接合部は、第１パッキンにより覆われ、
当該第１パッキンは分割可能な第１ハウジングにより保持されることを特徴とする偏心自
在継手である。
【００１７】
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　本発明は、前記第１偏心管の第１開口と第２開口は同一口径をもち、前記第２偏心管の
第３開口と第４開口は同一口径をもつことを特徴とする偏心自在継手である。
【００１８】
　本発明は、前記第１偏心管の第１開口と第２開口は異なる口径をもち、前記第２偏心管
の第３開口と第４開口は異なる口径をもつことを特徴とする偏心自在継手である。
【発明の効果】
【００１９】
　　以上のように、本発明によれば、第１配管と第２配管との間に軸方向おｙび横方向に
多少ずれが生じても、このずれを吸収して第１配管と第２配管を確実に接合することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】図１は第１の実施の形態による偏心自在継手機構および偏心自在継手を示す側断
面図。
【図２】図２は第１の実施の形態による偏心自在継手機構および偏心自在継手の作用を示
す側断面図。
【図３Ａ】図３Ａは第１偏心管を示す正面図。
【図３Ｂ】図３Ｂは第２偏心管を示す正面図。
【図４Ａ】図４Ａは第２の実施の形態による偏心自在継手機構および偏心自在継手の作用
を示す側断面図。
【図４Ｂ】図４Ｂは第２の実施の形態による偏心自在継手機構および偏心自在継手の作用
を示す側断面図。
【図５Ａ】図５Ａは第２の実施の形態による偏心自在継手機構および偏心自在継手の作用
を示す側断面図。
【図５Ｂ】図５Ｂは第２の実施の形態による偏心自在継手機構および偏心自在継手の作用
を示す側断面図。
【図６Ａ】図６Ａは第２の実施の形態による偏心自在継手機構および偏心自在継手の作用
を示す側断面図。
【図６Ｂ】図６Ｂは第２の実施の形態による偏心自在継手機構および偏心自在継手の作用
を示す側断面図。
【図７Ａ】図７Ａは第２の実施の形態による偏心自在継手機構および偏心自在継手の作用
を示す側断面図。
【図７Ｂ】図７Ｂは第２の実施の形態による偏心自在継手機構および偏心自在継手の作用
を示す側断面図。
【図８Ａ】図８Ａは第３の実施の形態による偏心自在継手機構および偏心自在継手の作用
を示す側断面図。
【図８Ｂ】図８Ｂは第３の実施の形態による偏心自在継手機構および偏心自在継手の作用
を示す側断面図。
【図９】図９は第４の実施の形態による偏心自在継手機構および偏心自在継手の作用を示
す側断面図。
【図１０】図１０は第５の実施の形態による偏心自在継手機構および偏心自在継手の作用
を示す側断面図。
【図１１Ａ】図１１Ａは第１偏心管を示す正面図。
【図１１Ｂ】図１１Ｂは第２偏心管を示す正面図。
【図１２】図１２は第６の実施の形態による偏心自在継手機構および偏心自在継手の作用
を示す側断面図。
【発明の実施の形態】
【００２１】
＜第１の実施の形態＞
　以下、図１乃至図３Ｂを参照して、第１の実施の形態による偏心自在継手機構および偏
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心自在継手について説明する。　
　ここで図１は偏心自在継手機構および偏心自在継手を示す側断面図、図２は、偏心自在
継手が回動した状態を示す側断面図であり、図３Ａは第１偏心管の内部を示す正面図であ
り、図３Ｂは第２偏心管の内部を示す正面図である。
【００２２】
　図１乃至図３Ａおよび図３Ｂに示すように、偏心自在継手機構１０は第１配管１と第２
配管２とを接続するものである。
【００２３】
　この場合、第１配管１と第２配管２は、既存のものであって、これら第１配管１と第２
配管２は設計上の位置に対して軸方向および横方向に多少ずれて設置されることがある。
【００２４】
　このように第１配管１と第２配管２が、設計上の位置に対して軸方向および横方向に多
少ずれていても、本発明による偏心自在継手機構１０はこれらの第１配管１と第２配管２
を適切に接続することができる。
【００２５】
　このような偏心自在継手機構１０は第１スリーブ２１と、第２スリーブ２２と、第１ス
リーブ２１と第２スリーブ２２とを接合する偏心自在継手１０Ａとを備えている。
【００２６】
　このうち、偏心自在継手１０Ａは第１スリーブ２１に接合された第１偏心管１１と、第
２スリーブ２２に接合されるとともに、第１偏心管１１に対して回動可能に接合された第
２偏心管１２とを有する。
【００２７】
　第１偏心管１１と第２偏心管１２は、略同一の構造をもつ。すなわち第１偏心管１１は
図３Ａに示すように、第２偏心管１２側の大口径部（第１開口部）１１ａと、第１スリー
ブ２１側の小口径部（第２開口部）１１ｂとを有し、大口径部１１ａの軸線に対して小口
径部１１ｂの軸線は偏心している。この場合、小口径部１１ｂの軸線が、第１偏心管１１
の中心線Ｃ１を構成する。
【００２８】
　また第２偏心管１２は図３Ｂに示すように、第１偏心管１１側の大口径部（第３開口部
）１２ａと、第２スリーブ２２側の小口径部（第４開口部）１２ｂとを有し、大口径部１
２ａの軸線に対して小口径部１２ｂの軸線は偏心している。この場合、小口径部１２ｂの
軸線が第２偏心管１２の中心線Ｃ２を構成する。そして、第１偏心管１１の大口径部（第
１開口部）１１ａと、第２偏心管１２の大口径部（第３開口部）１２ａとが接合するよう
になっている。
【００２９】
　図３Ａおよび図３Ｂにおいて、第１偏心管１１に対して第２偏心管１２を回動させるこ
とにより、例えば第１偏心管１１の小口径部１１ｂの軸線（すなわち第１偏心管１１の中
心）Ｃ１と第２偏心管１２の小口径部１２ｂの軸線（すなわち第２偏心管１２の中心）Ｃ
２とを一致させることができる（図１参照）。
【００３０】
　さらに第１偏心管１１に対して第２偏心管１２を更に回動させることにより、例えば第
１偏心管１１の小口径部１１ｂの軸線（すなわち第１偏心管１１の中心）Ｃ１と第２偏心
管１２の小口径部１２ｂの軸線（すなわち第２偏心管１２の中心）Ｃ２とを大きくずらす
ことができる。このことにより、偏心自在継手１１Ａにより第１スリーブ２１と第２スリ
ーブ２２とが横方向に大きくずれていても、この横方向のずれを調整する（調心する）こ
とができる。
【００３１】
　また偏心自在継手１０Ａの第１偏心管１１と第２偏心管１２との接合部は、第１パッキ
ン２３により覆われ、この第１パッキン２３は第１パッキン２３を囲むとともに円周方向
に分割された第１ハウジング２４により保持されている。またこの分割された第１ハウジ
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ング２４は、各々取付ボルト（図示せず）により固定されている。
【００３２】
　また、図１および図２に示すように、偏心自在継手１０Ａの第１偏心管１１と第１スリ
ーブ２１とは互いに軸線方向に沿って摺動可能に接合されており、第１偏心管１１と第１
スリーブ２１との接合部は摺動パッキン３０により覆われ、この摺動パッキン３０は円周
方向に分割された摺動パッキン用ハウジング３１により保持されている。さらにまた第１
スリーブ２１は第１配管１に接合されている。さらに偏心自在継手１０Ａの第２偏心管１
２は第２スリーブ２２に接合され、第２スリーブ２２は第２配管２に接合されている。
【００３３】
　この場合、偏心自在継手１０Ａの第２偏心管１２と第２スリーブ２２との接合部、第１
スリーブ２１と第１配管１との接合部および第２スリーブ２２と第２配管２との接合部は
、いずれも第２パッキン４０により覆われ、この第２パッキン４０は第２パッキン４０を
囲むとともに、円周方向に分割された第２ハウジング４１により保持されている。
【００３４】
　なお、図１に示すように、第１配管１および第２配管２は、いずれも第１スリーブ２１
および第２スリーブ２２側に設けられたフランジ短管１ａ、２ａを有し、これらフランジ
短管１ａ、２ａは本管１ｂ、２ｂにフランジ１ｃ、２ｃを介して接続されている。そして
フランジ短管１ａと本管１ｂとにより第１配管１が構成され、フランジ短管２ａと本管２
ｂとにより第２配管２が構成されている。また、偏心自在継手１０Ａの第１偏心管１１は
その外面に取付フランジ３５を有し、第１スリーブ２１はその外面に取付フランジ３６を
有し、第１偏心管１１と第１スリーブ２１は、取付フランジ３５，３６に円周方向に沿っ
て装着されたタイボルト３７により円周方向および軸線方向に固定されている。
【００３５】
　次にこのような構成からなる本実施の形態の作用について図１乃至図３Ａおよび図３Ｂ
により説明する。
【００３６】
　まず既設の第１配管１と第２配管２とが設計上の位置に対して横方向にずれている場合
、図２に示すように偏心自在継手１０Ａの第１偏心管１１に対して第２偏心管１２を回動
させて、第１偏心管１１の中心線Ｃ１と第２偏心管１２の中心線Ｃ２を、第１配管１と第
２配管２の横方向のずれ量と同一のずれ量だけずらす。このように第１偏心管１１の中心
線Ｃ１と第２偏心管１２の中心線Ｃ２を、第１配管１と第２配管２の横方向のずれ量に合
わせてずらすことを調心とよぶ。なお、第１配管１に対して第２配管２は横方向に（図２
の上下方向に）ずれており、これに対応して第１偏心管１１の中心線Ｃ１に対して第２偏
心管１２の中心線Ｃ２が横方向に（上下方向に）調心される。
【００３７】
　その後、第１偏心管１１に対して第２偏心管１２は回動することはなく、第１偏心管１
１の中心線Ｃ１と、第２偏心管１２の中心線Ｃ２との間のずれ量を維持する。
【００３８】
　また第１配管１と第２配管２とが軸線方向に沿ってわずかにずれている場合、偏心自在
継手１０Ａの第１偏心管１１を第１スリーブ２１に対して軸線方向に沿って摺動させる。
【００３９】
次に第１偏心管１１と第１スリーブ２１をタイボルト３７により軸線方向および円周方向
の両方向に沿って固定する。
【００４０】
　このように第１偏心管１１に対して第２偏心管１２を回動させて、第１偏心管１１の中
心線Ｃ１と第２偏心管１２の中心線Ｃ２をずらし、かつ第１偏心管１１を第１スリーブ２
１に対して軸線方向に沿って摺動させる。このことにより、第１配管１と第２配管２とが
設計上の位置に対して横方向および軸線方向にずれていても、このずれを偏心自在継手機
構１０により吸収して、第１配管１と第２配管２をこの偏心自在継手機構１０により確実
に接続することができる。
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【００４１】
＜第２の実施の形態＞
　次に図４Ａ乃至図７Ｂにより本発明の第２の実施の形態について説明する。
【００４２】
　図４Ａ乃至図７Ｂに示す第２の実施の形態は、偏心自在継手１０Ａの第１偏心管１１が
第１スリーブ２１に対して軸線方向に摺動可能となっており、かつ第２偏心管１２も第２
スリーブ２２に対して軸線方向に摺動可能となっている点が異なるが、他の構成は図１乃
至図３Ｂに示す第１の実施の形態と略同一である。
【００４３】
　図４Ａ乃至図７Ｂに示す第２の実施の形態において、図１乃至図３Ｂに示す第１の実施
の形態と同一部分には同一符号を付して詳細な説明は省略する。
【００４４】
　図４Ａ乃至図７Ｂにおいて、偏心自在継手１０Ａの第１偏心管１１および第２偏心管１
２は、各々第１スリーブ２１および第２スリーブ２２に対して軸線方向に摺動する。また
第１偏心管１１と第１スリーブ２１の接合部は摺動パッキン３０により覆われ、この摺動
パッキン３０は円周方向に分割された摺動パッキン用ハウジング３１により保持されてい
る。
【００４５】
　また偏心自在継手１０Ａの第１偏心管１１はその外面に取付フランジ３５を有し、第１
スリーブ２１はその外面に取付フランジ３６を有し、第１偏心管１１と第１スリーブ２１
は、取付フランジ３５，３６に円周方向に沿って装着されたタイボルト３７により円周方
向および軸線方向に固定可能となっている。
【００４６】
　さらに第２偏心管１２はその外面に取付フランジ４５を有し、第２スリーブ２２はその
外面に取付フランジ４６を有し、第２偏心管１２と第２スリーブ２２は、取付フランジ４
５，４６に円周方向に沿って装着されたタイボルト４７により円周方向および軸線方向に
固定可能となっている。
【００４７】
　図４Ａにおいて、まず偏心自在継手機構１０の第１偏心管１１の中心線Ｃ１と第２偏心
管１２の中心線Ｃ２は一致しており、かつ第１偏心管１１および第２偏心管１２はいずれ
も第１スリーブ２１および第２スリーブ２２に対して軸線方向に摺動していない。この場
合、本実施の形態による偏心自在継手機構１０によって、横方向および軸線方向に対して
ずれのない第１配管１および第２配管２を接合することができる。
【００４８】
　次に図４Ｂに示すように、第１配管１と第２配管２とが横方向に（図４Ｂの上下方向に
）ずれている場合、偏心自在継手１０Ａの第１偏心管１１に対して第２偏心管１２を回動
させ、第１偏心管１１の中心線Ｃ１と第２偏心管１２の中心線Ｃ２をずらす。
【００４９】
　次に第１偏心管１１と第１スリーブ２１をタイボルト３７により軸線方向および円周方
向の両方向に沿って固定する。また第２偏心管１２と第２スリーブ２２をタイボルト４７
により軸線方向および円周方向の両方向に沿って固定する。
【００５０】
　このように第１偏心管１１の中心線Ｃ１と第２偏心管１２の中心線Ｃ２をずらすことに
より、第１配管１と第２配管２が設計上の位置に対して横方向にずれていても、このずれ
を偏心自在継手機構１０により吸収して、第１配管１と第２配管２をこの偏心自在継手機
構１０により確実に接続することができる。
【００５１】
　次に図５Ａに示すように、第１配管１と第２配管２とが軸線方向に（図５Ａの左右方向
に）ずれている場合、偏心自在継手１０Ａの第１偏心管１１が第１スリーブ２１に対して
軸線方向に摺動し、第２偏心管１２が第２スリーブ２２に対して軸線方向に摺動して偏心
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自在継手１０Ａが軸線方向に延びる。
【００５２】
　次に第１偏心管１１と第１スリーブ２１をタイボルト３７により軸線方向および円周方
向の両方向に沿って固定する。また第２偏心管１２と第２スリーブ２２をタイボルト４７
により軸線方向および円周方向の両方向に沿って固定する。
【００５３】
　このように第１偏心管１１を第１スリーブ２１に対して軸線方向に摺動させ、第２偏心
管１２を第２スリーブ２２に対して軸線方向に摺動させることにより、第１配管１と第２
配管２が設計上の位置に対して軸線方向にずれていても、このずれを偏心自在継手機構１
０により吸収して、第１配管１と第２配管２をこの偏心自在継手機構１０により確実に接
続することができる。
【００５４】
　次に図５Ｂに示すように、第１配管１と第２配管２とが横方向に（図５Ｂの上下方向に
）ずれ、軸線方向に（図５Ｂの左右方向に）ずれている場合、偏心自在継手１０Ａの第１
偏心管１１に対して第２偏心管１２を回動させ、第１偏心管１１の中心線Ｃ１と第２偏心
管１２の中心線Ｃ２をずらす。同時に第１偏心管１１および第２偏心管１２が、各々第１
スリーブ２１および第２スリーブ２２に対して軸線方向に摺動して偏心自在継手１０Ａが
軸線方向に延びる。
【００５５】
　次に第１偏心管１１と第１スリーブ２１をタイボルト３７により軸線方向および円周方
向の両方向に沿って固定する。また第２偏心管１２と第２スリーブ２２をタイボルト４７
により軸線方向および円周方向の両方向に沿って固定する。
【００５６】
　このように第１偏心管１１の中心線Ｃ１と第２偏心管１２の中心線Ｃ２をずらし、かつ
偏心自在継手１０Ａを軸線方向に延ばすことにより、第１配管１と第２配管２が設計上の
位置に対して横方向および軸線方向にずれていても、このずれを偏心自在継手機構１０に
より吸収して、第１配管１と第２配管２をこの偏心自在継手機構１０により確実に接続す
ることができる。
【００５７】
　次に図６Ａに示すように、第１配管１と第２配管２とが軸線方向に（図６Ａの左右方向
に）ずれている場合、偏心自在継手１０Ａの第１偏心管１１が第１スリーブ２１に対して
軸線方向に摺動し、第２偏心管１２が第２スリーブ２２に対して軸線方向に摺動して偏心
自在継手１０Ａが軸線方向に縮む。
【００５８】
　次に第１偏心管１１と第１スリーブ２１をタイボルト３７により軸線方向および円周方
向の両方向に沿って固定する。また第２偏心管１２と第２スリーブ２２をタイボルト４７
により軸線方向および円周方向の両方向に沿って固定する。
【００５９】
　このように第１偏心管１１を第１スリーブ２１に対して軸線方向に摺動させ、第２偏心
管１２を第２スリーブ２２に対して軸線方向に摺動させることにより、第１配管１と第２
配管２が設計上の位置に対して軸線方向にずれていても、このずれを偏心自在継手機構１
０により吸収して、第１配管１と第２配管２をこの偏心自在継手機構１０により確実に接
続することができる。
【００６０】
　次に図６Ｂに示すように、第１配管１と第２配管２とが横方向に（図６Ｂの上下方向に
）ずれ、軸線方向に（図６Ｂの左右方向に）ずれている場合、偏心自在継手１０Ａの第１
偏心管１１に対して第２偏心管１２を回動させ、第１偏心管１１の中心線Ｃ１と第２偏心
管１２の中心線Ｃ２をずらす。同時に第１偏心管１１および第２偏心管１２が、各々第１
スリーブ２１および第２スリーブ２２に対して軸線方向に摺動して偏心自在継手１０Ａが
軸線方向に縮む。
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【００６１】
　次に第１偏心管１１と第１スリーブ２１をタイボルト３７により軸線方向および円周方
向の両方向に沿って固定する。また第２偏心管１２と第２スリーブ２２をタイボルト４７
により軸線方向および円周方向の両方向に沿って固定する。
【００６２】
　このように第１偏心管１１の中心線Ｃ１と第２偏心管１２の中心線Ｃ２をずらし、かつ
偏心自在継手１０Ａを軸線方向に縮ませることにより、第１配管１と第２配管２が設計上
の位置に対して横方向および軸線方向にずれていても、このずれを偏心自在継手機構１０
により吸収して、第１配管１と第２配管２をこの偏心自在継手機構１０により確実に接続
することができる。
【００６３】
　次に図７Ａに示すように、第１配管１と第２配管２とが横方向に（図７Ａの上下方向に
）わずかにずれている場合、偏心自在継手１０Ａの第１偏心管１１に対して第２偏心管１
２がわずかに偏心して初期偏心が生じる。
【００６４】
　この際、予め第１偏心管１１と第１スリーブ２１をタイボルト３７により軸線方向およ
び円周方向の両方向に沿って固定され、また第２偏心管１２と第２スリーブ２２をタイボ
ルト４７により軸線方向および円周方向の両方向に沿って固定されている。
【００６５】
　このように第１偏心管１１と第２偏心管１２との間に生じる初期偏心を偏心自在継手機
構１０により吸収して、第１配管１と第２配管２をこの偏心自在継手機構１０により確実
に接続することができる。
【００６６】
　次に図７Ｂに示すように、第１配管１と第２配管２とが横方向に（図７Ｂの上下方向に
）ずれている場合、偏心自在継手１０Ａの第１偏心管１１に対して第２偏心管１２を回動
させ、第１偏心管１１の中心線Ｃ１と第２偏心管１２の中心線Ｃ２をずらす。同時に第１
偏心管１１と第２偏心管１２との間に初期偏心が生じている。
【００６７】
　次に第１偏心管１１と第１スリーブ２１をタイボルト３７により軸線方向および円周方
向の両方向に沿って固定する。また第２偏心管１２と第２スリーブ２２をタイボルト４７
により軸線方向および円周方向の両方向に沿って固定する。
【００６８】
　このように第１偏心管１１の中心線Ｃ１と第２偏心管１２の中心線Ｃ２をずらすことに
より、第１配管１と第２配管２が設計上の位置に対して横方向にずれていても、このずれ
を偏心自在継手機構１０により吸収するとともに、第１偏心管１１と第２偏心管１２との
間の初期偏心を吸収して第１配管１と第２配管２をこの偏心自在継手機構１０により確実
に接続することができる。
【００６９】
＜第３の実施の形態＞
　次に図８Ａおよび図８Ｂにより本発明の第３の実施の形態について説明する。
【００７０】
　図８Ａおよび図８Ｂに示す第３の実施の形態は、偏心自在継手１０Ａの第１偏心管１１
が第１スリーブ２１に対して摺動可能となっておらず、かつ第２偏心管１２も第２スリー
ブ２２に対して摺動可能となっていない。
【００７１】
　図８Ａおよび図８Ｂに示す第３の実施の形態において、図１乃至図３Ｂに示す第１の実
施の形態と同一部分には同一符号を付して詳細な説明は省略する。
【００７２】
　図８Ａおよび図８Ｂにおいて、偏心自在継手１０Ａの第１偏心管１１および第２偏心管
１２は、各々第１スリーブ２１および第２スリーブ２２に対して軸線方向に摺動すること
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はない。また第１偏心管１１と第１スリーブ２１の接合部および第２偏心管１２と第２ス
リーブ２２の接合部は第２パッキン４０により覆われ、この第２パッキン４０は円周方向
に分割された第２ハウジング４１により保持されている。
【００７３】
　図８Ａおよび図８Ｂにおいて、第１配管１と第２配管２とが横方向に（図８Ａおよび図
８Ｂの上下方向に）ずれている場合、偏心自在継手１０Ａの第１偏心管１１に対して第２
偏心管１２を回動させ、第１偏心管１１の中心線Ｃ１と第２偏心管１２の中心線Ｃ２をず
らす（図８Ｂ参照）。
【００７４】
　このように第１偏心管１１の中心線Ｃ１と第２偏心管１２の中心線Ｃ２をずらすことに
より、第１配管１と第２配管２が設計上の位置に対して横方向にずれていても、このずれ
を偏心自在継手機構１０により吸収して、第１配管１と第２配管２をこの偏心自在継手機
構１０により確実に接続することができる。
【００７５】
＜第４の実施の形態＞
　以下、図９を参照して、第４の実施の形態による偏心自在継手機構および偏心自在継手
について説明する。　
　ここで図９は偏心自在継手機構および偏心自在継手を示す側断面図である。
【００７６】
　図９に示すように、偏心自在継手機構１０は第１配管１と第２配管２とを接続するもの
である。
【００７７】
　この場合、第１配管１と第２配管２は、既存のものであって、これら第１配管１と第２
配管２は設計上の位置に対して軸方向および横方向に多少ずれて設置されることがある。
【００７８】
　このように第１配管１と第２配管２が、設計上の位置に対して軸方向および横方向に多
少ずれていても、本発明による偏心自在継手機構１０はこれらの第１配管１と第２配管２
を適切に接続することができる。
【００７９】
　このような偏心自在継手機構１０は２つの分割スリーブ２１ａ、２１ｂからなる第１ス
リーブ２１と、第１スリーブ２１に接合された偏心自在継手１０Ａとを備えている。
【００８０】
　このうち、偏心自在継手１０Ａは第１スリーブ２１の分割スリーブ２１ｂに接合された
第１偏心管１１と、第１偏心管１１に対して回動可能に接合された第２偏心管１２とを有
する。
【００８１】
　第１偏心管１１と第２偏心管１２は、図１乃至図３Ｂに示す、第１の実施の形態に示す
ものと同様略同一の構造をもつ。すなわち第１偏心管１１は図３Ａに示すように、第２偏
心管１２側の大口径部（第１開口部）１１ａと、第１スリーブ２１側の小口径部（第２開
口部）１１ｂとを有し、大口径部１１ａの軸線に対して小口径部１１ｂの軸線は偏心して
いる。この場合、小口径部１１ｂの軸線が、第１偏心管１１の中心線Ｃ１を構成する。
【００８２】
　また第２偏心管１２は図３Ｂに示すように、第１偏心管１１側の大口径部（第３開口部
）１２ａと、取付ハウジング５３側の小口径部（第４開口部）１２ｂとを有し、大口径部
１２ａの軸線に対して小口径部１２ｂの軸線は偏心している。この場合、小口径部１２ｂ
の軸線が第２偏心管１２の中心線Ｃ２を構成する。そして、第１偏心管１１の大口径部（
第１開口部）１１ａと、第２偏心管１２の大口径部（第３開口部）１２ａとが接合するよ
うになっている。
【００８３】
　図３Ａおよび図３Ｂにおいて、第１偏心管１１に対して第２偏心管１２を回動させるこ
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とにより、例えば第１偏心管１１の小口径部１１ｂの軸線（すなわち第１偏心管１１の中
心）Ｃ１と第２偏心管１２の小口径部１２ｂの軸線（すなわち第２偏心管１２の中心）Ｃ
２とを一致させることができる。
【００８４】
　さらに第１偏心管１１に対して第２偏心管１２を更に回動させることにより、例えば第
１偏心管１１の小口径部１１ｂの軸線（すなわち第１偏心管１１の中心）Ｃ１と第２偏心
管１２の小口径部１２ｂの軸線（すなわち第２偏心管１２の中心）Ｃ２とを大きくずらす
ことができる。このことにより、偏心自在継手１１Ａにより第１スリーブ２１と第２配管
２とが横方向に大きくずれていても、この横方向のずれを調整する（調心する）ことがで
きる。
【００８５】
　また偏心自在継手１０Ａの第１偏心管１１と第２偏心管１２との接合部は、第１パッキ
ン２３により覆われ、この第１パッキン２３は第１パッキン２３を囲むとともに円周方向
に分割された第１ハウジング２４により保持されている。またこの分割された第１ハウジ
ング２４は、各々取付ボルト（図示せず）により固定されている。
【００８６】
　また第１スリーブ２１の分割スリーブ２１ａは第１配管１に接合されている。さらに偏
心自在継手１０Ａの第２偏心管１２は第２配管２に接合されている。この場合、第２配管
２は取付フランジ５２を有している。また第２偏心管１２の小口径部１２ｂの外周は取付
ハウジング５３により保持され、この取付ハウジング５３と第２配管２の取付フランジ５
２とが取付ボルト５４により締付けられている。さらに第２偏心管１２の小径部１２ｂと
取付ハウジング５３との間には、ゴムリング５８が介在されている。
【００８７】
　また、偏心自在継手１０Ａの第１偏心管１１と第１スリーブ２１の分割スリーブ２１ｂ
との接合部、第１スリーブ２１の分割スリーブ２１ａと第１配管１との接合部は、いずれ
も第２パッキン４０により覆われ、この第２パッキン４０は第２パッキン４０を囲むとと
もに、円周方向に分割された第２ハウジング４１により保持されている。
【００８８】
　また第１スリーブ２１の分割スリーブ２１ａはその外面に取付フランジ５５を有し、分
割スリーブ２２ｂはその外面に取付フランジ５６を有し、取付フランジ５５、５６は取付
フランジ５５、５６に円周方向に沿って装着されたタイボルト５７により円周方向および
軸線方向に固定されている。なお、第１スリーブ２１の分割スリーブ２１ｂは、分割スリ
ーブ２１ａ外周面上を軸線方向に摺動可能となっており、分割スリーブ２１ａ外周と分割
スリーブ２１ｂの取付フランジ５６との間に摺動パッキン３０が介在されている。
【００８９】
　次にこのような構成からなる本実施の形態の作用について図９により説明する。
【００９０】
　まず既設の第１配管１と第２配管２とが設計上の位置に対して横方向にずれている場合
、第１の実施の形態と同様、図２に示すように偏心自在継手１０Ａの第１偏心管１１に対
して第２偏心管１２を回動させて、第１偏心管１１の中心線Ｃ１と第２偏心管１２の中心
線Ｃ２を、第１配管１と第２配管２の横方向のずれ量と同一のずれ量だけずらす。このよ
うに第１偏心管１１の中心線Ｃ１と第２偏心管１２の中心線Ｃ２を、第１配管１と第２配
管２の横方向のずれ量に合わせてずらすことを調心とよぶ。
【００９１】
　その後、第１偏心管１１に対して第２偏心管１２は回動することはなく、第１偏心管１
１の中心線Ｃ１と、第２偏心管１２の中心線Ｃ２との間のずれ量を維持する。
【００９２】
　また第１配管１と第２配管２とが軸線方向に沿ってわずかにずれている場合、第１スリ
ーブ２１の分割スリーブ２１ｂを分割スリーブ２１ａに対して軸線方向に沿って摺動させ
る。次に第１スリーブ２１の分割スリーブ２１ａ、２１ｂをタイボルト３７により軸線方
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向および円周方向の両方向に沿って固定する。
【００９３】
　このように第１偏心管１１に対して第２偏心管１２を回動させて、第１偏心管１１の中
心線Ｃ１と第２偏心管１２の中心線Ｃ２をずらし、かつ第１スリーブ２１の分割スリーブ
２１ａ、２１ｂを互いに軸線方向に沿って摺動させる。このことにより、第１配管１と第
２配管２とが設計上の位置に対して横方向および軸線方向にずれていても、このずれを偏
心自在継手機構１０により吸収して、第１配管１と第２配管２をこの偏心自在継手機構１
０により確実に接続することができる。
【００９４】
＜第５の実施の形態＞
　以下、図１０、図１１Ａおよび図１１Ｂを参照して、第５の実施の形態による偏心自在
継手機構および偏心自在継手について説明する。　
　ここで図１０は偏心自在継手機構および偏心自在継手を示す側断面図、図１１Ａは第１
偏心管の内部を示す正面図であり、図１１Ｂは第２偏心管の内部を示す正面図である。
【００９５】
　図１０乃至図１１Ａおよび図１１Ｂに示すように、偏心自在継手機構１０は第１配管１
と第２配管２とを接続するものである。
【００９６】
　この場合、第１配管１と第２配管２は、既存のものであって、これら第１配管１と第２
配管２は設計上の位置に対して軸方向および横方向に多少ずれて設置されることがある。
【００９７】
　このように第１配管１と第２配管２が、設計上の位置に対して軸方向および横方向に多
少ずれていても、本発明による偏心自在継手機構１０はこれらの第１配管１と第２配管２
を適切に接続することができる。
【００９８】
　このような偏心自在継手機構１０は２つの分割スリーブ２１ａ、２１ｂからなる第１ス
リーブ２１と、第２スリーブ２２と、第１スリーブ２１の分割スリーブ２１ｂと第２スリ
ーブ２２とを接合する偏心自在継手１０Ａとを備えている。
【００９９】
　このうち、偏心自在継手１０Ａは第１スリーブ２１の分割スリーブ２１ｂに接合された
第１偏心管１１と、第２スリーブ２２に接合されるとともに、第１偏心管１１に対して回
動可能に接合された第２偏心管１２とを有する。
【０１００】
　第１偏心管１１と第２偏心管１２は、略同一の構造をもつ。すなわち第１偏心管１１は
図１１Ａに示すように、第２偏心管１２側の第１開口部１１ａと、第１スリーブ２１の分
割スリーブ２１ｂ側の第２開口部１１ｂとを有し、第１開口部１１ａの軸線に対して第２
開口部１１ｂの軸線は偏心している。この場合、第２開口部１１ｂの軸線が、第１偏心管
１１の中心線Ｃ１を構成する。
【０１０１】
　また第２偏心管１２は図１１Ｂに示すように、第１偏心管１１側の第３開口部１２ａと
、第２スリーブ２２側の第４開口部１２ｂとを有し、第３開口部１２ａの軸線に対して第
４開口部１２ｂの軸線は偏心している。この場合、第４開口部１２ｂの軸線が第２偏心管
１２の中心線Ｃ２を構成する。そして、第１偏心管１１の第１開口部１１ａと、第２偏心
管１２の第３開口部１２ａとが接合するようになっている。また第１偏心管１１の第１開
口部１１ａと第２開口部１１ｂは同一口径をもち、第２偏心管１２の第３開口部１２ａと
第４開口部１２ｂは同一口径をもつ。
【０１０２】
　図１１Ａおよび図１１Ｂにおいて、第１偏心管１１に対して第２偏心管１２を回動させ
ることにより、例えば第１偏心管１１の第２開口部１１ｂの軸線（すなわち第１偏心管１
１の中心）Ｃ１と第２偏心管１２の第４開口部１２ｂの軸線（すなわち第２偏心管１２の
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中心）Ｃ２とを一致させることができる。
【０１０３】
　さらに第１偏心管１１に対して第２偏心管１２を更に回動させることにより、例えば第
１偏心管１１の第２開口部１１ｂの軸線（すなわち第１偏心管１１の中心）Ｃ１と第２偏
心管１２の第４開口部１２ｂの軸線（すなわち第２偏心管１２の中心）Ｃ２とを大きくず
らすことができる。このことにより、偏心自在継手１１Ａにより第１スリーブ２１と第２
スリーブ２２とが横方向に大きくずれていても、この横方向のずれを調整する（調心する
）ことができる。
【０１０４】
　また偏心自在継手１０Ａの第１偏心管１１と第２偏心管１２との接合部は、第１パッキ
ン２３により覆われ、この第１パッキン２３は第１パッキン２３を囲むとともに円周方向
に分割された第１ハウジング２４により保持されている。またこの分割された第１ハウジ
ング２４は、各々取付ボルト（図示せず）により固定されている。
【０１０５】
　第１スリーブ２１の分割スリーブ２１ｂは第１配管１に接合されている。さらに偏心自
在継手１０Ａの第２偏心管１２は第２スリーブ２２に接合され、第２スリーブ２２は第２
配管２に接合されている。この場合、第２配管２は取付フランジ５２を有している。また
第２スリーブ２２は取付フランジ５９を有し、取付フランジ５２と取付フランジ５９とが
取付ボルト５４により締付けられている。
【０１０６】
　この場合、偏心自在継手１０Ａの第２偏心管１２と第２スリーブ２２との接合部、およ
び第１スリーブ２１の分割スリーブ２１ｂと第１配管１との接合部は、いずれも第２パッ
キン４０により覆われ、この第２パッキン４０は第２パッキン４０を囲むとともに、円周
方向に分割された第２ハウジング４１により保持されている。
【０１０７】
　また第１スリーブ２１の分割スリーブ２１ａはその外面に取付フランジ５５を有し、分
割スリーブ２１ｂはその外面に取付フランジ５６を有し、取付フランジ５５、５６は取付
フランジ５５、５６に円周方向に沿って装着されたタイボルト５７により円周方向および
軸線方向に固定されている。なお、第１スリーブ２１の分割スリーブ２１ｂは、分割スリ
ーブ２１ａ外周面上を軸線方向に摺動可能となっており、分割スリーブ２１ａ外周と分割
スリーブ２１ｂの取付フランジ５６との間に摺動パッキン３０が介在されている。
【０１０８】
　次にこのような構成からなる本実施の形態の作用について図１０乃至図１１Ａおよび図
１１Ｂにより説明する。
【０１０９】
　まず既設の第１配管１と第２配管２とが設計上の位置に対して横方向にずれている場合
、偏心自在継手１０Ａの第１偏心管１１に対して第２偏心管１２を回動させて、第１偏心
管１１の中心線Ｃ１と第２偏心管１２の中心線Ｃ２を、第１配管１と第２配管２の横方向
のずれ量と同一のずれ量だけずらす。このように第１偏心管１１の中心線Ｃ１と第２偏心
管１２の中心線Ｃ２を、第１配管１と第２配管２の横方向のずれ量に合わせてずらすこと
を調心とよぶ。
【０１１０】
　その後、第１偏心管１１に対して第２偏心管１２は回動することはなく、第１偏心管１
１の中心線Ｃ１と、第２偏心管１２の中心線Ｃ２との間のずれ量を維持する。
【０１１１】
　また第１配管１と第２配管２とが軸線方向に沿ってわずかにずれている場合、第１スリ
ーブ２１の分割スリーブ２１ｂを分割スリーブ２１ａに対して軸線方向に沿って摺動させ
る。次に第１スリーブ２１の分割スリーブ２１ａ、２１ｂをタイボルト３７により軸線方
向および円周方向の両方向に沿って固定する。
【０１１２】
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　このように第１偏心管１１に対して第２偏心管１２を回動させて、第１偏心管１１の中
心線Ｃ１と第２偏心管１２の中心線Ｃ２をずらし、かつ第１スリーブ２１の分割スリーブ
２１ａ、２１ｂを互いに軸線方向に沿って摺動させる。このことにより、第１配管１と第
２配管２とが設計上の位置に対して横方向および軸線方向にずれていても、このずれを偏
心自在継手機構１０により吸収して、第１配管１と第２配管２をこの偏心自在継手機構１
０により確実に接続することができる。
【０１１３】
＜第６の実施の形態＞
　以下、図１２を参照して、第６の実施の形態による偏心自在継手機構および偏心自在継
手について説明する。　
　ここで図１２は偏心自在継手機構および偏心自在継手を示す側断面図である。
【０１１４】
　図１２に示すように、偏心自在継手機構１０は第１配管１と第２配管２とを接続するも
のである。
【０１１５】
　この場合、第１配管１と第２配管２は、既存のものであって、これら第１配管１と第２
配管２は設計上の位置に対して軸方向および横方向に多少ずれて設置されることがある。
【０１１６】
　このように第１配管１と第２配管２が、設計上の位置に対して軸方向および横方向に多
少ずれていても、本発明による偏心自在継手機構１０はこれらの第１配管１と第２配管２
を適切に接続することができる。
【０１１７】
　このような偏心自在継手機構１０は第１スリーブ２１と、第２スリーブ２２と、第１ス
リーブ２１と第２スリーブ２２とを接合する偏心自在継手１０Ａとを備えている。
【０１１８】
　このうち、偏心自在継手１０Ａは第１スリーブ２１に接合された第１偏心管１１と、第
２スリーブ２２に接合されるとともに、第１偏心管１１に対して回動可能に接合された第
２偏心管１２とを有する。
【０１１９】
　第１偏心管１１と第２偏心管１２は、互いに略同一の構造をもつとともに、第１偏心管
１１と第２偏心管１２は、図１０、図１１Ａおよび図１１Ｂに示す第５の実施の形態にお
ける、第１偏心管１１および第２偏心管１２と完全に同一の構造をもつ。
【０１２０】
　図１２において、第１偏心管１１に対して第２偏心管１２を回動させることにより、例
えば第１偏心管１１の第２開口部１１ｂの軸線（すなわち第１偏心管１１の中心）Ｃ１と
第２偏心管１２の第４開口部１２ｂの軸線（すなわち第２偏心管１２の中心）Ｃ２とを一
致させることができる。
【０１２１】
　さらに第１偏心管１１に対して第２偏心管１２を更に回動させることにより、例えば第
１偏心管１１の第２開口部１１ｂの軸線（すなわち第１偏心管１１の中心）Ｃ１と第２偏
心管１２の第４開口部１２ｂの軸線（すなわち第２偏心管１２の中心）Ｃ２とを大きくず
らすことができる。このことにより、偏心自在継手１１Ａにより第１スリーブ２１と第２
スリーブ２２とが横方向に大きくずれていても、この横方向のずれを調整する（調心する
）ことができる。
【０１２２】
　また偏心自在継手１０Ａの第１偏心管１１と第２偏心管１２との接合部は、第１パッキ
ン２３により覆われ、この第１パッキン２３は第１パッキン２３を囲むとともに円周方向
に分割された第１ハウジング２４により保持されている。またこの分割された第１ハウジ
ング２４は、各々取付ボルト（図示せず）により固定されている。
【０１２３】
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　また、図１２に示すように、偏心自在継手１０Ａの第１偏心管１１と第１スリーブ２１
とは互いに軸線方向に沿って摺動可能に接合されており、第１偏心管１１と第１スリーブ
２１との接合部は摺動パッキン３０により覆われ、この摺動パッキン３０は円周方向に分
割された摺動パッキン用ハウジング３１により保持されている。さらにまた第１スリーブ
２１は第１配管１に接合されている。さらに偏心自在継手１０Ａの第２偏心管１２は第２
スリーブ２２に接合され、第２スリーブ２２は第２配管２に接合されている。
【０１２４】
　この場合、偏心自在継手１０Ａの第２偏心管１２と第２スリーブ２２との接合部、第１
スリーブ２１と第１配管１との接合部および第２スリーブ２２と第２配管２との接合部は
、いずれも第２パッキン４０により覆われ、この第２パッキン４０は第２パッキン４０を
囲むとともに、円周方向に分割された第２ハウジング４１により保持されている。
【０１２５】
　なお、図１２に示すように、第１配管１および第２配管２は、いずれも第１スリーブ２
１および第２スリーブ２２側に設けられたフランジ短管１ａ、２ａを有し、これらフラン
ジ短管１ａ、２ａは本管１ｂ、２ｂにフランジ１ｃ、２ｃを介して接続されている。そし
てフランジ短管１ａと本管１ｂとにより第１配管１が構成され、フランジ短管２ａと本管
２ｂとにより第２配管２が構成されている。また、第１スリーブ２１はその外面に取付フ
ランジ６５を有し、第２スリーブ２２はその外面に取付フランジ６６を有し、第１スリー
ブ２１と第２スリーブ２２は、取付フランジ６５、６６に円周方向に沿って装着されたタ
イボルト６７により円周方向および軸線方向に固定されている。
【０１２６】
　次にこのような構成からなる本実施の形態の作用について図１２により説明する。
【０１２７】
　まず既設の第１配管１と第２配管２とが設計上の位置に対して横方向にずれている場合
、偏心自在継手１０Ａの第１偏心管１１に対して第２偏心管１２を回動させて、第１偏心
管１１の中心線Ｃ１と第２偏心管１２の中心線Ｃ２を、第１配管１と第２配管２の横方向
のずれ量と同一のずれ量だけずらす。このように第１偏心管１１の中心線Ｃ１と第２偏心
管１２の中心線Ｃ２を、第１配管１と第２配管２の横方向のずれ量に合わせてずらすこと
を調心とよぶ。
【０１２８】
　その後、第１偏心管１１に対して第２偏心管１２は回動することはなく、第１偏心管１
１の中心線Ｃ１と、第２偏心管１２の中心線Ｃ２との間のずれ量を維持する。
【０１２９】
　また第１配管１と第２配管２とが軸線方向に沿ってわずかにずれている場合、偏心自在
継手１０Ａの第１偏心管１１を第１スリーブ２１に対して軸線方向に沿って摺動させる。
次に第１スリーブ２１と第２スリーブ２２をタイボルト６７により軸線方向および円周方
向の両方向に沿って固定する。
【０１３０】
　このように第１偏心管１１に対して第２偏心管１２を回動させて、第１偏心管１１の中
心線Ｃ１と第２偏心管１２の中心線Ｃ２をずらし、かつ第１偏心管１１を第１スリーブ２
１に対して軸線方向に沿って摺動させる。このことにより、第１配管１と第２配管２とが
設計上の位置に対して横方向および軸線方向にずれていても、このずれを偏心自在継手機
構１０により吸収して、第１配管１と第２配管２をこの偏心自在継手機構１０により確実
に接続することができる。
【符号の説明】
【０１３１】
１　　　第１配管
２　　　第２配管
１０　　偏心自在継手機構
１０Ａ　偏心自在継手
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１１　　第１偏心管
１２　　第２偏心管
２１　　第１スリーブ
２１ａ、２１ｂ　分割スリーブ
２２　　第２スリーブ
２３　　第１パッキン
２４　　第１ハウジング
３０　　摺動パッキン
３１　　摺動パッキン用ハウジング
３５　　取付フランジ
３６　　取付フランジ
３７　　タイボルト
４０　　第２パッキン
４１　　第２ハウジング
４５　　取付フランジ
４６　　取付フランジ
４７　　タイボルト
５２　　取付フランジ
５３　　取付ハウジング
５４　　取付ボルト
５５　　取付フランジ
５６　　取付フランジ
５７　　タイボルト
５９　　取付フランジ
６５　　取付フランジ
６６　　取付フランジ
６７　　タイボルト
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